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    　　綺麗な水環境を残したい　
　5(日）身近な水環境の一斉調査　３河川　　11名のスタッフ

懐かしいホタルに感動！　
バスツアー「ホタル鑑賞と官兵衛の湯」　　
10(金)三宮発　フロイデン八千代（多可町八千代区俵田）でホタル鑑賞　42名参加　
11(土)明石発 　畑谷川（西脇市中畑町）　42名参加
12(日)加古川発　木縫の里（西脇市住吉町）32名参加

    　　綺麗なmyぞうりができました！　
　19(日）体験教室「播州織の布ぞうりづくり」　23名参加

  4日　加東市播磨教育センターで出張体験教室「杉原紙でうちわづくり」子ども30名大人10名　地域交流部対応
6日～10日　西脇南中学校2年生女子2名をトライやるウィークで受け入れ　
7日　西脇市立黒田庄中学校フィールドワーク　でんくう案内人がこぶ岩(門柳）など対応
10･11･12日神戸読売旅行各バス1台、14日宝塚三田病院バス2台立ち寄り　道の駅スタッフ対応
25日　関西ラジオ「谷五郎の笑って暮らそう」に電話出演　店長岸本

29･30日　　神戸市西区西神中央夏まつりに協賛参加　納入者黒糖丸本舗出店

　毎年6月第一日曜日に全国で行われる、身近な水環境の一斉調査
に今年も参加。8時30分に加古川、野間川、杉原川の調査地点にそ
れぞれ集合。気温と水温を測り、水を入れるペットボトルを川の
水で洗いなじませ採水に備える。9時に各所一斉に川幅の中央と両
端で採水した後、検査のためでんくう体験学習室に集まった。
　PHの検査はPH比色測定器に、水に薬品を入れた容器と入れてい
ない容器をセットし測定器を覗きながら色を合わせ数値測定、交
代しながら検査を体験。次にCODのパックテス
ト｡薬品の入った検査キットに水を吸い取り、
規定時間（5分）後の色の変化を確認、その後
透視度を確認。測定値は同様。3河川の調査記
録終了後に、天神池の数値を測ったり、リン酸
の検査をしたり調査項目ではない事も体験、参
加したスタッフは童心に返ったように楽しんで
いた。　　　　　　　　岡本

　まずぞうり編み台にPPロープを引っ掛ける。編み始めが最初の
難関、スタッフが何度も手本を見せ確認しながら作り始める。参
加者は編み始めると黙々と手を動かし、播州織の端切れの締め方
で大きさが変わるため慎重に。周りの進み具合も気になりつつ、
端切れが途切れるたびに次の端切れを繋ぎながら形にしていく。
　途中まで来ると鼻緒になる部分を作る。スタッフの指導を受け
ながら、2本の端切れを縄をなうようにねじり合わせぞうり本体の
両脇に止める。先ほどの続きからかかとの部分まで編んでいき、
かかとで残ったロープを引っ張りぞうりを締め、鼻緒通しを使っ
て前鼻緒を付けて完成。
　スタッフからの「上手に出来ていますよ」の声にも、もう片足
を編むために気合を入れる。2足目は皆さん慣れた手つきで作業を

進めながらも、出来上がった
片足と見比べながら大きさ調
整に悪戦苦闘して両足完成。
「ぞうり作りがしたくてたま
らなかった」と、上手に出来
たことに感激の声が多く寄せ
られた。皆さん満足して布ぞ
うり作りを終えられた。　　

　10日は天候に恵まれ、まず浄土寺(小野市)見学。その後官兵衛の湯
でくつろぎ、できたてのお弁当で胃袋を満たした後は、いよいよメ
インのホタル鑑賞だ。風も吹かず、ホタルを多数見ることができ
た。また、フロイデン八千代はホタルだけでなく、星も明るく輝い
ていた。都会よりも格段に夜空が暗いためだ。立ち止まって空を見
上げるお客様の姿もあった。
　北はりまの夜は何もないイメージがあるかもしれない。だが、田
舎の夜の闇は深く、それだけでも美しいのだと感じた。　　三谷

　12日は小雨の中、まず加西
市の五百羅漢へ。ここでは北
条小学校６年生のボランティ
アガイドが３組に分かれ案
内。一生懸命説明する小学生
に、参加者は大喜び。
　次は都麻乃郷あじさい園
へ。古刹西林寺内にあるあじさい園では、この日あじさい祭りを盛
大に開催。私たちが到着した時は、残念ながら祭りは終わっていた
が、かえって人が少なくゆっくりあじさいを堪能。この時ばかりは
雨の中、元気に咲き誇るあでやかなあじさいを愛でることが出来
た。およそ3,000株のあじさいはとても見事で「あじさいがこんな多
く、きれいな所があるなんて知らなかった」「もっと宣伝してくれ
れば良いのに」との声が多く上がっていた。
　道の駅北はりまエコミュージアムでは参加者各々北はりまの土産
を買い物し、特典満載のでんくうFUNくらぶにも多くの人が入会。
官兵衛の湯ではゆっくりお風呂にはいり、夕食。刺身に天ぷらなど
盛りだくさんの幕の内弁当は食べ応えがあり、満腹に。
　いよいよホタル狩りへ畑谷川の上流、木縫の里の手前でバスを停
め、川沿いの道をゆっくりと歩く。残念ながら雨は本降りになった
が、ホタルは思っていたより飛んでいたので、参加者も満足そうだ
った。木縫の里では温かい甘酒を販売しており、雨で少し冷えた体
をほっこり温めた。また、ホタルブクロという白い花の中で光るホ
タルを見せてもらい、その幻想的な光に感動。
　雨のため少し早めにバスは出発。到着地までの時間、ゆっくり体
を休めての帰宅となった。　　　　　　　　　　秋田 

つ   ま   の   さ   と

き　ぬ

採水した水の1mの透視度を測定中



『6月号表紙クイズ』 の答え ②播州織

布工房 風 花～ kazahana ～

でんくう各部からのお知らせ

【地域交流部】
・体験教室「夏休み親子で身近な水調査」を 8/7（日）13 時
～でんくう体験学習室集合、上戸田浄水場見学、班に分か
れ 4箇所の採水、体験学習室で CODや透視度の測定など。
対象は小学 3年生以上の親子で参加､1 人 200 円。
・体験教室「夏休み工作教室」は 8/21（日）13 時～でんくう
体験学習室で、1人 200 円。

【総務部】
・でんくうまつりは 9/11（日）でんくう総合案内所と周辺
で例年どおり開催予定。

【都市交流部】
・散歩道「彼岸花と比延の歴史を訪ねて」を 9/17（土）10 時
官兵衛の湯集合→こみせん比也野→住吉神社（上比延）→
へそ公園（昼食）→水車のある庭園･岡之山公園→比延地区
→官兵衛の湯。参加費 500 円、全長約 8km。
・交流バスツアー「昼食バイキング･燻製づくり体験＆栗・
里芋の収穫体験」は 10/2（日）加古川 8時 30 分発→姫路→

でんくう総合案内所（お買い物、燻製づくり体験、昼食バイ
キング）→はりまコットンボール銀行やよい村（里いも掘り
体験）→中畑林間ファミリー園（栗拾い）→でんくう→帰路、
6,900 円で燻製、栗、里芋のお土産付き。
・交流バスツアー「豪華創作料理と西脇の秋祭り」は 10/9
（日）三宮 8 時発→西神中央→でんくう総合案内所→播州
織パッチワークキルト→ますのみ松屋（昼食）→宮ノ本春日
神社あばれ太鼓見学→兵主神社秋祭り→tamaki niime 工
場見学→でんくう→帰路、6,500 円。
・交流バスツアー「野菜収穫体験と稲刈り」は 10/15（土）明
石 8 時発→西神中央→でんくう総合案内所→多可町加美
区西脇の畑（サツマイモ掘り･昼食･稲刈り･黒豆収穫）→で
んくう→帰路、大人 6,500 円､小学生以下 4,500 円、大人の
お土産はサツマイモ 1kg、コシヒカリの新米 2kg、黒豆の枝
豆一束（小学生以下はお土産なし）。　　

【広報部】
7 月の情報コーナーショーケース展示はにしわき経緯度地
球科学館テラ・ドームの紹介です。

西脇市小坂町225-1（秋田商店内）　TEL/0795-24-6466
http://bansyuori.com

　播州織生地の卸をしている倉庫で生地の小売を始め
た秋田さん。「播州織の美しさと高い技術をもっと多
くの人に知ってもらいたい。そして西脇に来てほし
い。」と年に数回は都市部のイベントにも出店し、播
州織を積極的にＰＲ！
　イベントでは少し高くなるお値段も､お店では1m300
円(税別)～と、とってもお得。常時200種以上ある生地
の中からお気に入りを見つけるのは、とっても楽しい
一時。生地選びには「ワンピースならこれくらい必
要」「これは薄くて縫いにくいので､のり付けしてから
縫うと綺麗に仕上がる」などのアドバイスも。
　綿100％が多いが､夏用には綿麻、サッカー地や肌触
りの良いガーゼ二重織などもある。
　手づくり派のあなたにはぜひのぞいてほしい､おすす
めのお店です。

＊播州織の先染めとは、染めた糸で織った織物のこと。織りながら
柄を作っていくため、技術力が求められる織物です。

倉庫兼用のお店。ちょっと入りにくい
と思ったら､事前に℡しておくといい。

中には芯に巻き付けられた生地が山積
み。何に使うかを伝えるとぴったりの
物を選び出してもらえる。

←おしゃれな手ぬぐい、ハンカチ、風
呂敷などは北はりまエコミュージアム
で販売中。クイズのプレゼントはハン
カチ、ガーゼ二重織の手ぬぐい、風呂
敷のセットを1名様に。→

風呂敷にはかわいいロゴマーク入り

イベントでの生地や製品の販売。
手にとると肌触りや美しさがわかる
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